





















































　死亡広告掲載数は2000年から 2010年までの 11年間 4中最少である2000年が一年間






























































































































































































































































































































いるというのが現状である 10。沖縄においてもそれは同じであり、2016年 9月 9日の琉







































































































12 山田慎也は『現代日本の死と葬儀 : 葬祭業の展開と死生観の変容』の中で東京地域にお
ける葬祭業者の重要性が増している現状について「つまり葬祭業者は、葬儀に対して
それを実践する正統性を与える立場として遺族から見なされるようになったのである。」
（山田慎也2007：254）として、地域社会が担ってきた役割を業者が担うことで、葬儀
をはじめとする死に関する知識の源泉として、業者がみなされるようになってきている
という葬儀に関する変化について述べている。このことについては、山田が考察した地
域だけの事象ではなく、沖縄においても同じような現象が見られてきている。
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